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停
滞
と
雌
伏
の
中
国
三
峡
ダ
ム
計
画

林　
　
　

秀　

光

は
じ
め
に

　

三
峡
ダ
ム
計
画
が
半
世
紀
に
わ
た
り
紆
余
曲
折
の
歴
史
を
経
な
が
ら
も
決
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、
本
稿
で
扱
う
一
九
五
八
年
後
半
か
ら
六
〇

年
代
半
ば
ま
で
の
、
安
全
保
障
上
の
懸
念
に
起
因
す
る
停
滞
期
を
克
服
し
よ
う
と
い
う
、
推
進
派
に
よ
る
計
画
の
存
続
を
か
け
た
動
き
が
あ

る
。

　

五
八
年
一
月
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
南
寧
会
議
に
お
い
て
、
三
峡
ダ
ム
の
建
設
資
金
と
安
全
保
障
の
問
題
が
議
論
さ
れ
た
際
、
推
進
派
は

最
高
指
導
層
を
納
得
さ
せ
る
答
え
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
。
直
後
の
成
都
会
議
で
「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
作
成
さ
れ
た
も
の
の
、
そ

の
政
策
過
程
は
す
で
に
停
滞
の
兆
し
を
孕
ん
で
い
た
）
1
（

。

　

同
年
八
月
、
北
戴
河
で
開
か
れ
た
会
議
（
以
下
、「
第
一
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」）
で
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
に
つ
い
て

ソ
連
人
専
門
家
の
推
薦
し
た
南
津
関
が
放
棄
さ
れ
、
三
闘
坪
が
内
定
し
た
。
ま
た
、
こ
の
会
議
で
周
恩
来
は
三
峡
ダ
ム
が
六
〇
年
代
初
め
に
着

工
可
能
と
発
言
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）
2
（

。
さ
ら
に
は
、
五
九
年
夏
の
廬
山
会
議
を
契
機
に
、
三
峡
ダ
ム
計
画
に
慎
重
な
李
鋭
ら
水
力
発
電
部

門
の
関
係
者
が
失
脚
し
、
計
画
を
阻
む
勢
力
が
勢
い
を
失
っ
た
）
3
（

。
こ
れ
は
推
進
派
に
と
っ
て
好
機
の
到
来
と
も
思
わ
れ
た
が
、
台
湾
海
峡
危
機

に
よ
り
状
況
が
急
転
換
し
て
お
り
、
中
ソ
対
立
や
中
印
国
境
紛
争
と
い
っ
た
外
交
上
の
緊
張
関
係
が
計
画
の
進
捗
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
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と
に
な
っ
た
。
事
実
、
わ
ず
か
二
年
後
の
六
〇
年
八
月
に
行
わ
れ
た
同
じ
く
北
戴
河
の
会
議
（
以
下
、「
第
二
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」）
に
て
、
ダ

ム
の
「
安
全
保
障
の
強
化
」
が
指
示
さ
れ 

計
画
は
頓
挫
し
た
）
4
（

。

　

し
か
し
こ
の
時
期
の
歴
史
的
な
経
緯
に
つ
い
て
、
公
式
文
献
は
沈
黙
す
る
傾
向
が
強
い
。
た
と
え
ば
、『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
』
を
は
じ
め
、

国
務
院
が
三
峡
ダ
ム
計
画
の
決
定
審
議
の
た
め
に
全
国
人
民
代
表
大
会
に
提
出
し
た
補
足
資
料
や
、
決
定
三
日
後
に
出
さ
れ
た
『
人
民
日
報
』

社
説
な
ど
も
、
軍
の
関
与
や
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
を
め
ぐ
る
政
策
の
揺
れ
に
つ
い
て
言
及
が
み
ら
れ
な
い
）
5
（

。

　

 

加
え
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、「
六
〇
年
か
ら
六
三
年
ま
で
の
三
峡
ダ
ム
の
動
き
を
議
論
す
る
詳
細
な
資
料
が
得
ら
れ
な
い
」
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
計
画
の
停
滞
お
よ
び
推
進
派
の
動
き
に
つ
い
て
は
検
証
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
峡
ダ
ム
史
の
空
白
と
な

っ
て
い
る
）
6
（

。

　

本
稿
で
は
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
当
時
の
報
告
書
、
推
進
派
に
よ
る
最
高
指
導
層
へ
の
書
簡
、
最
高
指
導
者
た
ち
の
年
譜
資
料
や
推
進
派
の
回

顧
録
な
ど
を
読
み
合
わ
せ
、
南
寧
会
議
で
提
起
さ
れ
た
ダ
ム
の
安
全
保
障
に
対
す
る
懸
念
が
複
雑
な
国
際
情
勢
に
よ
り
顕
在
化
し
、
三
峡
ダ
ム

サ
イ
ト
の
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
計
画
の
停
滞
に
至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。
同
時
に
、
推
進
派
が
停
滞
を
克
服
し
雌
伏
の
時
を

凌
い
だ
い
く
つ
か
の
「
生
き
残
り
」
戦
略
に
焦
点
を
当
て
、
三
峡
ダ
ム
計
画
を
め
ぐ
る
進
と
退
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
察
す
る
。

第
一
節　

南
寧
会
議
後
の
動
き

1　
「
科
委
三
峡
組
」
に
よ
る
「
全
国
大
協
力
体
制
」

　

一
九
五
八
年
一
月
南
寧
会
議
後
に
開
か
れ
た
成
都
会
議
で
通
過
し
た
「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、「
三
峡
ダ
ム
と
長
江
総
合

開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
設
計
書
類
は
、
す
べ
て
国
家
計
画
委
員
会
が
関
連
組
織
と
と
も
に
審
査
し
、
中
央
の
批
准
を
受
け
る
」
こ
と
が
定
め
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〈表 1：「全国大協力体制」の動き〉

時期・場所 会議名 組織・人数 課題

1958 年 6 月 5

～16日
武漢市

科委三峡組
第 1次科研
会議、張勁
夫主宰

中国科学院、国務院関連部門、
設計に関連する機構と大型設備
製造部門、大学研究機関など 82

の組織 268人；ソ連人専門家 13

人（著名な科学者華羅庚、銭学
森や北京大学副校長周培源ら
も）

三峡工程の科学技術研究計画を
作成、経済、水利、動力、機械
の 5つの専門大組と人防小組を
成立。各部門の協力関係を定
め、科委三峡組による各大組の
仕事の点検

1959年 5月 10

～19日
武漢市の武昌
洪山賓館

「三峡初歩
設計要点報
告 」 検 討
会、李鎮南
主宰

関連部門、省と市 66の組織の
代表と専門家 188人

長弁の提出した「三峡初歩設計
要点報告」（58年 11月に完成）
について討論

同 年 10月 14

～23日
武漢市の漢口

科委三峡組
第 2次科研
会議

国務院関連部門、科学院、大学
研究機関など 153の組織、510

人

17の重要な研究課題について議
論；意見の統一に至らず、一部
の課題については異なる組織が
並行して研究を進めることを決
定

同年 12月
北京

「三峡航運
問 題 討 論
会」、交通
部長王首道
主宰

交通部と長弁 「三峡初歩設計要点報告」での
通航施設と施工時通航方案につ
いて意見相違。両部門は、長江
の航路確保のため、葛洲壩ダム
の建設で決着

1960年 3月 26

日～4月 7日
三峡現地

三闘坪の壩
軸線選定現
地調査、水
電部主宰

ソ連人専門家 18人と、国内の
関連組織の専門家 100人あまり

壩軸線選定の審査

同年 6月 17日 科委三峡組
拡大会議

科委三峡組構成員ほか、各専門
大組長も

第 3次科研会議の方向性を決
定。「三峡科学技術 3年（60─
62）規劃綱要（草案）」の提起

同年 8月 9日
北京

科委三峡組
打ち合わせ
会

科委三峡組構成員 この年の全国大会開催せずを決
定

同年 9～12月 各大組の小
型専門会議

各専門大組長ら 「三峡科学技術 3年（60─ 62）
規劃綱要（草案）」を討論
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ら
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
同
年
四
月
に
周
恩
来
の
指
示
に
よ
り
、
国
家
科
学
委
員
会

と
中
国
科
学
院
の
主
導
で
三
峡
科
研
領
導
小
組
（
以
下
、「
科
委
三
峡
組
」）
が
成
立

し
、
全
国
規
模
の
三
峡
ダ
ム
研
究
の
協
力
体
制
（「
全
国
大
協
力
体
制
」）
が
構
築
さ
れ

た
。
中
国
科
学
院
長
張
勁
夫
が
グ
ル
ー
プ
長
、
科
学
委
員
会
副
主
任
張
有
萱
と
水
電

部
副
部
長
馮
仲
雲
が
副
グ
ル
ー
プ
長
の
任
に
就
き
、
関
係
部
委
と
科
学
技
術
部
門
の

責
任
者
、
お
よ
び
長
江
流
域
規
劃
弁
公
室
（
以
下
、
長
弁
）
主
任
林
一
山
と
技
術
総

責
任
者
李
鎮
南
も
構
成
員
に
な
っ
た
）
7
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
三
峡
ダ
ム
の
研
究
を
主
宰
す

る
組
織
が
長
弁
か
ら
「
科
委
三
峡
組
」
に
移
行
し
た
。

　
〈
表
1
：「
全
国
大
協
力
体
制
」
の
動
き
〉
で
示
し
た
よ
う
に
、「
科
委
三
峡
組
」

発
足
の
二
か
月
後
に
、
張
勁
夫
が
主
宰
し
た
第
一
次
科
研
会
議
が
大
々
的
に
行
わ
れ

た
。
つ
づ
く
第
二
次
科
研
会
議
も
数
百
人
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。「
科
委
三
峡
組
」

は
六
二
年
一
二
月
の
拡
大
会
議
を
も
っ
て
活
動
を
終
了
し
た
が
、
五
八
年
か
ら
六
二

年
ま
で
に
三
〇
〇
以
上
の
組
織
と
一
万
人
を
超
え
る
人
員
を
擁
し
た
全
国
規
模
（
チ

ベ
ッ
ト
自
治
区
を
除
く
）
の
大
協
力
と
な
っ
た
）
8
（

。

　

五
九
年
に
「
科
委
三
峡
組
」
は
、
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
を
候
補
地
と
す
る
「
三
峡

水
利
枢
紐
初
歩
設
計
要
点
報
告
」（
以
下
、「
三
峡
初
歩
設
計
要
点
報
告
」）
を
ま
と
め
あ

げ
た 

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
案
は
六
〇
年
に
軍
の
関
与
に
よ
っ
て
反
故
に
さ
れ

た
が
、
七
〇
年
代
後
半
に
再
浮
上
し
、
現
在
の
三
峡
ダ
ム
の
所
在
地
に
な
っ
て
い

1961年 2月 23

～25日
北京香山飯店

科委三峡組
拡大会議

科委三峡組構成員ほか、各専門
大組長も

大組の報告、周恩来の指示伝
達、61～62年三峡科学研究計画
の確定。三峡工程研究人員の削
減

1962年 12月
北京中国科学
院

科委三峡組
拡大会議

科委三峡組構成員ほか、各専門
大組長も

長弁が国家科学委員会の「1963

～72年 10か年発展規劃」に提
出する「1963～72年三峡水利枢
紐科研規劃綱要（草案）」につ
いて討論

　筆者が主に次の資料を参考に作成した。出典：李鎮南著『治江側記』110～117頁。長江水利委員会編『三峡工程技
術研究概論』25～27、75頁。 中国三峡総公司編『中国三峡建設年鑑一九九四年』264頁。「長弁李鎮南総工程師在閉
幕式上的綜合発言」『人民長江』1959年 6月号。

〈表 1─つづき〉

時期・場所 会議名 組織・人数 課題
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る
。

　

2　
「
第
一
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
と
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
の
内
定

　

五
八
年
八
月
一
七
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
中
共
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
が
北
戴
河
で
開
催
さ
れ
、
三
一
日
に
「
第
一
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
が

行
わ
れ
た
。
当
時
周
恩
来
を
は
じ
め
最
高
指
導
層
は
、
台
湾
海
峡
に
お
け
る
国
民
党
軍
お
よ
び
そ
の
背
後
に
あ
る
米
軍
と
の
緊
張
状
態
に
直
面

し
て
い
た
。
八
月
二
〇
日
に
毛
沢
東
、
周
恩
来
、
林
彪
、
鄧
小
平
な
ど
の
間
で
軍
事
問
題
に
関
す
る
会
議
が
開
か
れ
、
八
月
二
三
日
に
人
民
解

放
軍
が
金
門
島
と
媽
祖
島
の
砲
撃
を
開
始
し
て
い
る
）
9
（

。

　
「
第
一
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
は
、
南
寧
会
議
と
成
都
会
議
に
つ
づ
く
最
高
指
導
層
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
す
る
会
議
で
あ
っ
た
。
周
恩
来
が

主
宰
し
、
副
総
理
李
富
春
、
李
先
念
、
聶
栄
臻
、
長
江
流
域
の
三
大
区
（
西
南
、
中
南
、
華
東
）
党
委
第
一
書
記
と
各
省
党
委
第
一
書
記
、
中
央

官
庁
各
部
門
の
主
要
責
任
者
、
そ
し
て
「
科
委
三
峡
組
」
組
長
張
勁
夫
、
長
弁
の
林
一
山
、
李
鎮
南
と
林
一
山
の
秘
書
張
行
彬
が
出
席
し
た
）
10
（

。

林
一
山
が
「
こ
の
陣
容
は
中
央
の
三
峡
ダ
ム
建
設
の
決
意
を
反
映
し
て
い
る
」
と
強
調
す
る
通
り
、
そ
の
重
要
性
が
う
か
が
え
よ
う
）
11
（

。
と
り
わ

け
、
林
一
山
ら
推
進
派
に
と
っ
て
は
三
闘
坪
が
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
に
内
定
し
た
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
会
議
で

懸
案
で
あ
っ
た
南
津
関
と
三
闘
坪
の
選
定
に
つ
い
て
、
張
勁
夫
が
地
質
的
に
三
闘
坪
の
安
全
性
が
南
津
関
に
優
る
と
判
断
で
き
る
な
ら
、（
南

津
関
を
放
棄
し
）
三
闘
坪
に
決
定
す
る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
同
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
12
（

。 

　

ダ
ム
建
設
に
あ
た
っ
て
の
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
選
定
で
は
、
ま
ず
踏
査
に
よ
り
建
設
に
適
し
た
地
質
構
造
の
「
壩
区
」
を
選
定
し
た
う
え

で
、
範
囲
を
狭
め
て
「
壩
段
」
を
選
別
し
、
最
後
に
建
設
場
所
と
な
る
「
壩
址
」（
ダ
ム
サ
イ
ト
）
を
決
定
す
る
。
そ
の
際
に
、
洪
水
防
除
や
発

電
な
ど
ダ
ム
の
役
割
や
安
全
保
障
の
問
題
が
加
味
さ
れ
る
。

　

三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
の
選
定
過
程
は
、〈
表
2
：
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
の
選
定
過
程
〉
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
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〈表 2：一九六〇 年代までの三峡ダムサイト候補地の選定過程〉

提案時 提案組織や人間 ダムサイト候補地

1932年 10月 惲震、宋希尚、曹瑞芝、
ストロープ（中国名：史
篤培）、陳晋模

葛洲壩、黄陵廟

1944年 ジョン・サーベジ（中国
名：薩凡奇）

南津関壩区の石牌、下牢渓口上流、下牢渓口下流、
南津関上流と南津関下流

1954年 4月 長委会上流工程局（李鎮
南、饒興など）

美人沱壩区の三闘坪と下流に水位を調整するための
葛洲壩ダムのサイト

1955年春 長委会 vs地質部、ソ連人
専門家

美人沱壩区 vs.南津関壩区：美人沱（三闘坪とも言
う）、太平渓、黄陵廟、南沱

1955年 12月 ソ連人専門家 偏窓子、猫児峡など（三峡エリアではなく重慶上流
にある）

同年 12月末 周恩来 三峡ダムを長江開発の中心に据える（洪水対策のた
めに三峡エリアにダムサイトを設置）と指示

1956年 2月 長弁 美人沱壩区の三闘坪

1958年 3月 周恩来 南津関の再検討指示

同年 3月 25日 「中共中央関於三峡水利枢
紐和長江流域規劃的意見」

美人沱（三闘坪とも言う）と南津関の勘測と研究を
指示

同年 8月 31日 「第一次北戴河三峡会議」
張勁夫要求に応じた

南津関を放棄し三闘坪に内定

同年 11月 長弁「三峡初歩設計要点
報告」完成

南津関を放棄し三闘坪を推薦

1959年 3月 長弁正式に「三峡初歩設
計要点報告」提出

南津関を放棄し三闘坪を推薦

同年 5月 「三峡初歩設計要点報告」
討論会

南津関を放棄し三闘坪を推薦

1960年 3月 26

日～4月 7日
ソ連人専門家 18人を含む
100人あまりの陣容

三闘坪の壩軸線調査：長弁の上壩線主張に対して、
一部のソ連人専門家が中壩線を主張

同年 8月 「第二次北戴河三峡会議」
林一山

三峡ダム計画の棚上げ決定を受けて、石牌を提案

1963年～66年 長弁 石牌放棄、太平渓に着手（「分期建設」とダムの安
全保障に有利と判断）

　筆者が主に次の資料を参考に作成した。出典：拙稿「一九四〇年代における中国三峡ダム開発―国民政府の国家建
設と米中経済・技術協力」『法学研究』第 89巻第 3号、2016年 3月号。『三峡工程技術研究概論』20、31、68、70～
78頁。『治水側記』31～37、146～150頁。『林一山回顧録』302～306頁。『中国三峡建設年鑑一九九四』265頁。楊溢
著『論証始末』18～20頁、水利電力出版社、1992年。
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五
五
年
に
ソ
連
人
専
門
家
は
三
峡
（
瞿
塘
峡
、
巫
峡
と
西
陵
峡
）
よ
り
上
流
地
域
に

あ
る
ダ
ム
サ
イ
ト
を
提
案
し
た
が
、
ダ
ム
の
目
的
は
洪
水
防
除
で
あ
っ
た
た
め
、

周
恩
来
が
三
峡
に
あ
る
ダ
ム
サ
イ
ト
に
絞
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
そ
の
後
検
討
さ

れ
た
す
べ
て
の
ダ
ム
サ
イ
ト
は
、
三
峡
の
も
っ
と
も
東
に
あ
る
西
陵
峡
末
端
の
約

四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
位
置
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
西
陵
峡
内
の
美
人
沱

よ
り
上
流
は
、
総
合
的
な
利
用
価
値
、
地
質
状
態
と
施
工
条
件
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
大
型
ダ
ム
の
建
設
に
適
し
て
い
な
い
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
）
13
（

。

　
〈
図
1
：
南
津
関
壩
区
に
お
け
る
ダ
ム
サ
イ
ト
〉
と
〈
図
2
：
美
人
沱
壩
区

（
三
闘
坪
壩
区
）
に
お
け
る
ダ
ム
サ
イ
ト
〉
で
示
し
た
よ
う
に
、
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト

の
候
補
地
は
大
き
く
分
け
て
南
津
関
壩
区 

と
美
人  

沱
壩
区
（
の
ち
に
「
三
闘
坪
壩

区
」
と
改
称
）
の
二
つ
に
な
る
が
、
南
津
関
壩
区
は
南
津
関
か
ら
石
牌
ま
で
約
一

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
、
三
闘
坪
壩
区
は
そ
の
上
流
に
位
置
す
る
南
沱
か
ら

美
人
沱
ま
で
の
約
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
を
指
す
。
南
津
関
壩
区
は
石
灰

岩
の
地
質
構
造
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
三
闘
坪
壩
区
は
大
型
ダ
ム
の
建
設
に
適
し

た
火
成
岩
（
花
崗
岩
）
で
あ
る
。

　

別
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
民
国
政
府
に
招
聘
さ
れ
た
米
国
人
ジ
ョ
ン
・
サ
ー

ベ
ジ
は
四
四
年
に
南
津
関
を
ダ
ム
サ
イ
ト
と
す
る
案
を
提
案
し
た
）
14
（

。〈
表
2
：
一

九
六
〇
年
代
ま
で
の
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
の
選
定
過
程
〉
で
示
し
た
よ
う

西

石
牌
渓

松

門

渓

渓 河

黒

上
紅 渓

下
紅

柏

黄

石
溝

東

西 

壩
宜
　
昌

南津関

向家咀

石牌

向家咀

葛洲壩葛洲壩

〈図 1：南津関壩区におけるダムサイト〉
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に
、
五
〇
年
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
案
が
提
案
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
三
闘
坪
と
南

津
関
に
集
約
し
た
。
し
か
し
、
三
闘
坪
と
南
津
関
は
甲
乙
つ
け
が
た
く
、
関
係
者

間
で
意
見
対
立
が
生
じ
た
。
長
弁
と
地
質
部
は
、
地
質
構
造
が
ダ
ム
建
設
に
適
し

て
い
る
と
し
て
三
闘
坪
を
推
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
ダ
ム
サ
イ
ト
下
流
に
生

じ
る
水
位
の
落
差
の
問
題
が
残
る
。
一
方
、
ソ
連
人
専
門
家
は
南
津
関
で
あ
れ

ば
、
水
位
の
落
差
を
解
消
す
る
た
め
の
補
完
ダ
ム
を
造
る
必
要
が
な
い
な
ど
の
理

由
で
よ
い
選
択
で
あ
る
と
し
た
。

　

周
恩
来
は
五
八
年
三
月
に
、「
実
地
調
査
は
三
闘
坪
と
南
津
関
の
両
方
で
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
ベ
ジ
の
案
を
否
定
す
る
に
は
材
料
が
必
要

だ
。
根
拠
が
あ
れ
ば
、
サ
ー
ベ
ジ
を
説
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
米
国
人
だ

が
、
科
学
者
で
あ
る
」
と
述
べ
た
）
15
（

。
周
恩
来
は
サ
ー
ベ
ジ
を
納
得
さ
せ
る
た
め
と

い
う
論
法
で
、
中
国
人
技
術
者
と
ソ
連
人
技
術
者
両
方
の
メ
ン
ツ
を
立
て
る
形

で
、
現
場
の
膠
着
状
態
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
も
、
三
闘
坪
（
原
文
は
「
美
人
沱
」）
と
南
津
関
両
方
の
研
究
を
指
示

し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
関
係
者
間
の
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
張
勁
夫
が
「
第
一
次

北
戴
河
会
議
」
に
そ
の
決
定
を
委
ね
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
会
議
で
三
闘
坪
が
内

定
す
る
と
、
ソ
連
人
専
門
家
も
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
）
16
（

。
同
年
一
一
月
に

〈図 2：美人沱壩区（三闘坪壩区）におけるダムサイト〉

西 陵
蘭

渓

方
端

渓

歳百

渓 平
太

渓

渓楽 天

潭
竜

河
曲

渓

渓
廠

徐
家大沖

家
高

沖

瓦

東

美人沱

長木沱
大沙湾

偏岩子
太平渓

三闘坪

南沱

黄陵廟

伍相廟

茅坪

偏岩子
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 「

三
峡
初
歩
設
計
要
点
報
告
」
が
完
成
し
、
翌
年
三
月
に
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
報
告
に
つ
い
て
、「
在
華
ソ
連
人
専
門
家
に
加
え
、
ソ
連
本
国

の
専
門
家
の
議
論
も
経
て
お
り
、
こ
れ
ら
専
門
の
権
威
も
認
め
て
い
る
」
と
林
一
山
が
ス
ピ
ー
チ
で
語
っ
た
通
り
、
ソ
連
側
も
三
闘
坪
に
賛
同

し
た
と
思
わ
れ
る
）
17
（

。

　
「
三
峡
初
歩
設
計
要
点
報
告
」
の
提
出
を
受
け
て
、
五
九
年
五
月
一
〇
日
か
ら
一
九
日
ま
で
、
地
方
政
府
と
中
央
各
部
門
、
研
究
機
構
と
大

学
か
ら
六
六
の
単
位
と
一
八
八
人
が
参
加
す
る
大
規
模
な
検
討
会
が
行
わ
れ
た
）
18
（

。

　

こ
の
検
討
会
に
お
い
て
、
ダ
ム
サ
イ
ト
が
三
闘
坪
に
正
式
に
決
定
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
が
、
そ
の
最
大
の
問
題
点
は
、
長
江
が
そ
こ
で

堰
き
止
め
ら
れ
る
た
め
に
、
下
流
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
水
位
が
下
が
り
船
の
運
航
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
李

鎮
南
が
総
括
の
な
か
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
発
電
量
の
縮
小
、
下
流
に
新
た
な
ダ
ム
を
建
設
し
三
峡
ダ
ム
に
よ
っ
て
生
じ
た
落
差
を
解
消
し

水
運
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
、
お
よ
び
「
高
渠
方
案
」
の
三
つ
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
交
通
部
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
部
門
の
支
持

と
協
力
を
呼
び
掛
け
た
）
19
（

。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
同
年
一
二
月
、
交
通
部
長
王
首
道
の
主
宰
に
よ
り
交
通
部
と
長
弁
の
「
三
峡
航
運
問
題
討
論
会
」
が
北
京
で
開
か
れ

た
。
討
論
の
結
果
、
交
通
部
は
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
よ
り
下
流
に
葛
洲
壩
ダ
ム
を
建
設
し
、
水
位
の
落
差
解
消
に
よ
る
水
運
問
題
の
解
決
を
図

る
こ
と
に
同
意
し
た
）
20
（

。第
二
節　

三
峡
ダ
ム
計
画
の
停
滞

1　

棚
上
げ
の
決
定
と
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
の
撤
回

　

こ
の
よ
う
に
、
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
が
三
闘
坪
に
内
定
し
、
か
つ
交
通
部
の
同
意
を
取
り
付
け
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
。
林
一
山
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は
一
九
五
九
年
末
に
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
の
な
か
で
、
来
た
る
年
に
お
け
る
三
峡
ダ
ム
計
画
の
さ
ら
な
る
進
展
に
期
待
を
寄
せ
、「
中
央
は
わ
れ

わ
れ
に
次
の
国
慶
節
前
ま
で
に
三
峡
ダ
ム
初
歩
設
計
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
、
六
〇
年
は
三
峡
ダ
ム
に
と
っ
て
決
定
的
な
年
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
意
気
込
ん
だ
）
21
（

。

　

し
か
し
、
六
〇
年
八
月
に
開
か
れ
た
「
第
二
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
は
、「
雄
心
不
変
、
加
強
科
研
、
加
強
人
防
（
安
全
保
障
の
強
化
）」
を

求
め
、
三
峡
ダ
ム
の
棚
上
げ
を
決
定
し
た
。
林
一
山
は
「
こ
の
会
議
が
三
峡
ダ
ム
計
画
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ

ま
で
の
五
年
あ
ま
り
の
歳
月
に
わ
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
日
夜
休
む
こ
と
な
く
尽
力
し
て
き
た
が
、
こ
れ
で
三
峡
ダ
ム
計
画
の
実
現
は
完
全
に

不
透
明
に
な
っ
た
」
と
当
時
の
心
境
を
述
べ
て
い
る
）
22
（

。

　

こ
の
会
議
は
同
月
三
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
周
恩
来
の
北
戴
河
滞
在
中
に
開
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
周
恩
来
年
譜
』
で
は
、

周
恩
来
が
滞
在
最
終
日
に
黄
河
の
三
門
峡
ダ
ム
の
問
題
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
会
談
し
た
記
録
は
あ
る
が
、
三
峡
ダ
ム
関
連
の
日
程
や
会
議
内

容
は
見
当
た
ら
な
い
）
23
（

。

　

会
議
中
、
な
ん
ら
か
の
形
で
棚
上
げ
の
理
由
は
通
知
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
林
一
山
は
軍
の
関
与
に
よ
り
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
を
撤
回
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
い
わ
く
、「
六
〇
年
に
総
参
謀
部
は
ダ
ム
サ
イ
ト
断
面
の
増
大
と
地
下
に
発
電
所
を
配
置
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
敵
の
爆
撃
か
ら
ダ
ム
を
完
全
に
防
衛
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
の
要
所
が
直
撃
を

受
け
て
決
壊
し
た
際
、
中
、
下
流
域
の
平
原
、
工
場
及
び
通
航
、
建
築
物
が
危
害
を
受
け
な
け
れ
ば
よ
い
、
と
す
る
妥
協
点
に
落
ち
着
い
た
。

そ
れ
に
し
た
が
う
と
、
ダ
ム
は
そ
の
所
在
を
暴
露
し
や
す
い
川
幅
の
広
い
場
所
に
建
設
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
主
な
建
造
物
を
安
全
に
隠
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
三
闘
坪
は
川
の
幅
が
広
い
場
所
に
あ
る
た
め
、
明
ら
か
に
適
し
て
お
ら
ず
、
新
た
な
ダ
ム
サ
イ
ト
を
選
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
）
24
（

」。

　

じ
つ
は
こ
の
時
期
、
中
ソ
対
立
の
激
化
を
う
け
て
中
国
の
各
部
門
に
派
遣
さ
れ
た
ソ
連
人
専
門
家
が
引
き
揚
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
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彼
ら
へ
の
退
去
通
告
は
八
月
四
日
に
全
国
で
一
斉
に
な
さ
れ
た
）
25
（

。
長
弁
に
派
遣
さ
れ
た
専
門
家
の
引
き
揚
げ
も
同
年
八
月
に
は
じ
ま
り
、
一
〇

月
に
は
終
了
し
た
）
26
（

。
当
時
李
鎮
南
は
、「
五
年
あ
ま
り
の
実
践
と
学
習
に
よ
っ
て
、
中
国
人
技
術
者
は
成
長
し
て
お
り
、
ソ
連
人
専
門
家
が
い

な
い
状
況
で
も
任
務
を
完
成
さ
せ
る
自
信
が
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
た
）
27
（

。
林
一
山
も
、「
こ
の
時
の
ソ
連
人
専
門
家
の
退
去
は
ほ
と
ん
ど
影
響

が
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
自
立
し
て
仕
事
が
で
き
て
い
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
）
28
（

。

　

他
方
、
李
鎮
南
は
後
年
、「
国
際
情
勢
の
緊
張
と
ソ
連
人
専
門
家
の
退
去
を
う
け
て
、
三
峡
ダ
ム
の
着
工
も
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」

と
も
語
っ
て
い
る
）
29
（

。 
こ
の
こ
と
か
ら
、
ソ
連
人
専
門
家
が
現
場
で
技
術
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
た
め
に
、
引
き
揚
げ
に
よ
っ
て
な
ん
ら
か
の
影

響
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
会
議
で
、
三
闘
坪
を
撤
回
し
た
理
由
が
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
へ
の
配
慮
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
た
と
え
ソ
連
人
専
門
家
の
引
き
揚
げ
が
な
く
と
も
、
三
峡
ダ
ム
計
画
は
棚
上
げ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
第
二
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
は
、
三
峡
ダ
ム
の
歴
史
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
転
換
点
と
も
い
え
る
重
要
な
会
議
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
全
容
を
知
る
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
会
議
で
は
、
三
峡
ダ
ム
計
画
の
棚
上
げ
と
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
の
撤
回
が
決
定

さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
林
一
山
が
三
闘
坪
の
代
替
案
と
し
て
石
牌
を
提
起
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

後
述
す
る
軍
の
関
与
と
最
高
指
導
層
の
態
度
の
変
化
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2　

人
民
解
放
軍
総
参
謀
部
の
関
与

　

林
一
山
は
繰
り
返
し
、
三
峡
ダ
ム
に
関
す
る
安
全
保
障
問
題
が
政
策
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
三

峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
に
関
す
る
問
題
提
起
は
比
較
的
遅
か
っ
た
が
、
提
起
さ
れ
た
途
端
に
重
要
視
さ
れ
、
三
峡
ダ
ム
の
建
設
可
否
に
か
か
わ
る

一
つ
の
要
に
な
っ
た
）
30
（

」。
ま
た
、「
五
〇
、
六
〇
年
代
に
お
け
る
三
峡
ダ
ム
の
防
衛
問
題
は
、
中
央
の
政
策
決
定
に
影
響
し
た
一
大
要
素
」
で
あ

っ
た
）
31
（

。
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実
際
、
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
を
め
ぐ
っ
て
軍
は
い
か
に
関
与
し
た
か
。

　

五
七
年
九
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
人
民
解
放
軍
総
参
謀
部
測
絵
局
は
、
長
弁
と
国
家
測
絵
総
局
と
と
も
に
、
長
江
流
域
の
航
空
測
量
の
撮

影
に
参
加
し
た
）
32
（

。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
総
参
謀
部
に
よ
る
三
峡
ダ
ム
計
画
へ
の
初
め
て
の
関
与
で
あ
っ
た
が
、
通
常
の
技
術
作
業
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
軍
が
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
に
関
す
る
任
務
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、「
第
一
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
直
後
の
五
八
年
九
月
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
中
央
軍
委
副
総
参
謀
長
張
愛
萍
が
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
）
33
（

。

　

五
八
年
九
月
に
張
愛
萍
は
張
震
寰
ら
と
と
も
に
、
周
恩
来
の
指
示
に
従
い
宜
昌
に
赴
き
、
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
の
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て

研
究
を
開
始
し
た
。
軍
と
長
弁
が
共
同
で
空
中
、
両
岸
の
陸
地
と
水
中
を
実
地
調
査
し
た
結
果
、
次
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
通
常
兵
器
に
よ
る
攻
撃
に
対
す
る
防
衛
に
は
問
題
は
な
い
が
、
核
ミ
サ
イ
ル
の
爆
撃
に
は
有
効
な
方
法
が
な
い
。
一
旦
爆
撃
を

受
け
た
場
合
、
川
水
が
南
京
ま
で
一
瀉
千
里
、
洞
庭
湖
、
潘
陽
湖
両
岸
は
破
滅
的
な
災
害
を
こ
う
む
る
で
あ
ろ
う
。
唯
一
の
対
策
は
敵
の
核
ミ

サ
イ
ル
が
着
弾
す
る
前
に
放
水
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
危
険
性
は
大
き
い
。
な
ぜ
な
ら
、
敵
の
核
ミ
サ
イ
ル
襲
撃
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
察
知
で
き

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

推
進
派
も
、「
五
八
年
一
一
月
か
ら
、
軍
事
部
門
が
人
員
を
派
遣
し
て
三
峡
ダ
ム
の
防
衛
に
関
す
る
研
究
に
加
わ
っ
た
」
と
軍
の
動
き
を
認

め
て
い
る
）
34
（

。

　

 

翌
年
一
一
月
二
四
日
に
、
先
端
兵
器
の
研
究
を
主
管
す
る
中
共
中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
聶
栄
臻
は
、
周
恩
来
お
よ
び
党
中
央
に
対
し
て
、

「
三
峡
ダ
ム
の
よ
う
な
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
科
学
研
究
を
先
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
力
を
入
れ
て
積
極
的
に
わ
が
国
の
科
学
技
術
水

準
の
向
上
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
報
告
し
て
い
る
）
35
（

。

　

聶
栄
臻
の
報
告
と
の
関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
約
一
週
間
後
一
二
月
一
日
に
、
周
恩
来
は
張
愛 

萍
、
張
勁
夫
、
科
学
者
銭
学
森
、
水

利
電
力
部
副
部
長
銭
正
英
、
林
一
山
の
五
人
を
指
名
し
、「
三
峡
防
空
科
研
領
導
小
組
」
を
成
立
さ
せ
、
安
全
保
障
問
題
の
対
応
に
当
た
ら
せ
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た
）
36
（

。

　

同
月
、
北
京
で
「
三
峡
防
空
問
題
科
学
研
究
工
作
会
議
」
が
開
か
れ
、
軍
を
中
心
に
、
長
弁
、
中
国
科
学
院
、
清
華
大
学
な
ど
が
参
加
す

る
、
各
方
面
の
人
材
を
集
中
さ
せ
た
、
大
型
ダ
ム
の
防
衛
措
置
に
関
す
る
研
究
と
実
験
の
拠
点
の
創
立
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の

防
衛
案
が
定
め
ら
れ
、
工
兵
管
轄
の
実
験
場
で
異
な
る
爆
撃
に
対
応
す
る
模
擬
実
験
を
行
っ
た
。
翌
年
四
月
、
北
京
で
開
か
れ
た
「
三
峡
防
空

問
題
領
導
小
組
会
」
に
お
い
て
、
状
況
報
告
が
行
わ
れ
、
三
峡
ダ
ム
の
防
衛
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
主
要
な
防
衛
措
置
に
つ
い
て
討
論
し
た
）
37
（

。
入
手

が
叶
っ
た
資
料
で
は
、「
三
峡
防
空
問
題
領
導
小
組
会
」
が
具
体
的
に
い
か
な
る
結
論
を
出
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
張
愛
萍
が
周
恩
来
に
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
を
報
告
し
た
際
、「
三
峡
ダ
ム
（
原
文
：
三
闘
坪
ダ
ム
）
が
完
成
し
発
電
し
て
も
、

四
川
省
に
は
利
が
な
く
、
大
西
南
地
域
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ダ
ム
貯
水
池
の
バ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
タ
ー
現
象
で
そ
の
上
流
の
万
県
、
重
慶
の
江
北
ま
で
が
水
没
し
、
同
時
に
（
ダ
ム
下
流
の
）
水
運
に
も
影
響
を
与
え
る
。
そ
し
て
長
江
の
上

流
が
堆
砂
し
、
年
々
ひ
ど
く
な
り
や
が
て
水
害
に
な
る
」
と
し
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
ま
た
、
周
恩
来
に
意
見
を
求
め
ら

れ
た
張
愛
萍
は
、
自
分
た
ち
の
第
三
、
第
四
世
代
に
な
っ
た
ら
考
慮
す
れ
ば
い
い
と
し
た
）
38
（

。

　

張
愛
萍
は
「
三
峡
ダ
ム
は
建
設
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
立
場
を
九
〇
年
代
ま
で
貫
い
た
人
間
で
、
当
時
推
進
派
に
と
っ
て
意
見
調
整
や
説

得
が
困
難
を
極
め
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
）
39
（

。

　

 

結
果
的
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
第
二
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
で
三
峡
ダ
ム
の
棚
上
げ
が
決
定
さ
れ
、
安
全
保
障
を
強
化
す
る
こ
と
が
主

要
な
研
究
課
題
と
し
て
指
示
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、「
第
一
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
で
認
め
ら
れ
た
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
も
核
ミ
サ
イ
ル
の
爆

撃
に
耐
え
ら
れ
ま
い
と
し
て
撤
回
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

三
峡
ダ
ム
の
棚
上
げ
に
は
、「
大
躍
進
運
動
」
の
失
敗
や
黄
河
で
の
三
門
峡
ダ
ム
の
堆
砂
問
題
な
ど
の
要
因
に
よ
る
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、

三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
の
撤
回
は
紛
れ
も
な
く
軍
の
関
与
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
ダ
ム
サ
イ
ト
が
再
検
討
と
さ
れ
た
以
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上
、
計
画
そ
の
も
の
も
先
に
進
ま
ず
棚
上
げ
す
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
軍
が
強
い
影
響
力
を
も
っ
て
三
峡
ダ
ム
計
画
に

関
与
し
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

3　

最
高
指
導
層
の
態
度
変
化

　

台
湾
海
峡
で
砲
火
が
飛
び
交
っ
て
い
た
間
に
、
毛
沢
東
は
五
八
年
九
月
一
〇
日
か
ら
一
五
日
ま
で
武
漢
に
滞
在
し
て
お
り
、
周
恩
来
ら
に
戦

の
指
示
を
出
し
な
が
ら
も
毎
日
長
江
で
の
遊
泳
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
）
40
（

。

　

じ
つ
は
こ
の
滞
在
中
に
、
毛
沢
東
は
林
一
山
ら
を
武
漢
の
名
物
料
理
「
豆
皮
」
の
老
舗
「
老
通
城
」
に
招
待
し
た
が
、
そ
れ
が
二
人
の
最
後

の
面
会
と
な
っ
た
）
41
（

。
二
人
は
五
三
年
二
月
長
江
を
下
る
軍
艦
で
の
会
見
を
皮
切
り
に
、
約
五
年
間
に
六
回
も
面
会
し
三
峡
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
毛
沢
東
が
、
林
一
山
の
よ
う
な
、
一
介
の
流
域
機
構
の
幹
部
に
こ
れ
ほ
ど
の
頻
度
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
異
例
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
毛
沢
東
が
滞
在
を
好
ん
だ
武
漢
に
長
弁
が
あ
っ
た
と
い
う
地
の
利
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
毛
沢
東
の
三
峡
ダ
ム
計
画
に
対
す
る
興
味
の

現
れ
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
後
、
毛
沢
東
は
死
去
ま
で
し
ば
し
ば
武
漢
を
訪
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
会
見
を
機
に
一
度
も
林

一
山
に
会
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
毛
沢
東
の
関
心
の
低
下
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

台
湾
海
峡
で
の
軍
事
衝
突
が
落
ち
着
く
と
、
最
高
指
導
層
は
ソ
連
と
の
緊
張
状
態
に
直
面
し
た
。
五
九
年
六
月
に
、
ソ
連
は
中
ソ
が
五
七
年

一
〇
月
に
調
印
し
た
国
防
新
技
術
に
関
す
る
協
定
を
一
方
的
に
破
棄
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
毛
沢
東
は
同
年
七
月
の
廬
山
会
議
中
に
、
宋
任

窮
ら
に
中
国
独
力
で
の
核
兵
器
開
発
に
関
す
る
決
定
を
伝
達
し
た
）
42
（

。
そ
し
て
、
三
峡
ダ
ム
計
画
に
関
し
て
、
毛
沢
東
は
「
三
峡
ダ
ム
計
画
は
有

益
無
害
（
原
文
：
有
利
無
弊
）
の
方
針
に
し
た
が
う
べ
き
だ
」
と
指
示
し
た
）
43
（

。
毛
沢
東
の
指
示
は
ま
さ
に
当
時
の
安
全
保
障
問
題
に
焦
点
を
当
て

た
も
の
で
あ
る
、
と
林
一
山
が
述
べ
て
い
る
）
44
（

。

　

同
年
一
一
月
一
一
日
に
中
央
政
治
局
会
議
に
お
い
て
、
林
彪
が
国
防
建
設
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
）
45
（

。
つ
づ
い
て
、
三
〇
日
か
ら
翌
月
四
日
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ま
で
に
中
央
工
作
会
議
が
開
か
れ
、
中
ソ
関
係
、
中
印
関
係
に
関
す
る
国
際
情
勢
と
翌
年
の
国
民
経
済
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
会
期
中
の
一
二
月
一
日
に
、「
三
峡
防
空
科
研
領
導
小
組
」
が
成
立
し
、
軍
の
主
導
に
よ
る
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
研
究
が
本
格
化
し

た
。
ま
た
、
毛
沢
東
の
指
示
に
よ
り
、
研
究
内
容
は
従
来
の
通
常
兵
器
お
よ
び
核
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
ダ
ム
サ
イ
ト
付
近
で
の
着
弾
に
対
す
る
防

衛
か
ら
、
ダ
ム
サ
イ
ト
へ
の
核
ミ
サ
イ
ル
の
直
撃
に
対
す
る
防
衛
に
変
わ
っ
た
）
46
（

。

　

一
方
、
周
恩
来
の
か
か
わ
り
で
あ
る
が
、
彼
は
「
第
一
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
で
、
林
一
山
の
求
め
た
三
峡
ダ
ム
の
実
験
設
備
で
あ
る
陸
水

ダ
ム
の
建
設
を
承
認
し
た
）
47
（

。
ま
た
、
李
鎮
南
は
、「
周
恩
来
が
『
六
一
年
の
着
工
に
備
え
て
、
充
分
な
準
備
を
し
っ
か
り
や
れ
』
と
総
括
発
言

の
な
か
で
指
示
し
た
」、
あ
る
い
は
「
中
央
は
も
と
も
と
六
〇
年
代
初
め
に
着
工
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
」
と
、
周
恩
来
が
三
峡
ダ
ム
の
着
工

時
期
を
指
示
し
た
と
し
て
い
る
）
48
（

。
じ
つ
は
、「
三
峡
ダ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、「
初
歩
設
計
は
六
二
年
か
ら
六
三
年
ま
で
に
提
出
で
き
る
よ

う
に
努
力
す
べ
き
」
と
決
め
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
会
議
で
着
工
を
六
〇
年
初
め
あ
る
い
は
六
一
年
に
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

「
大
躍
進
運
動
」
の
最
中
に
あ
っ
て
、
周
恩
来
ら
が
予
定
を
早
め
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
同
時
に
、
周
恩
来
は
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
つ
つ
も
、
ダ
ム
の
洪
水
防
除
の
有
効
性
と
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
懸
念
も
示
し
た
。

周
恩
来
は
、「
三
峡
ダ
ム
に
よ
っ
て
長
江
の
問
題
全
て
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
発
言
し
た
）
49
（

。
ま
た
、
総
括
に
お
い
て
、
三
峡
ダ
ム

の
安
全
保
障
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
は
研
究
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
必
ず
世
界
を
震
動
さ
せ
る
。
帝
国
主
義
者
の
標
的
に
な
ら
な
い
は
ず
が
な
い
」、「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
平
和
の
た
め
に

あ
る
が
、
戦
争
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
50
（

」。
周
恩
来
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
起
こ
っ
て
い
る
台
湾
海
峡
で
の
軍
事
衝
突
に
よ
っ
て
、
三

峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
を
実
感
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
周
恩
来
は
五
八
年
九
月
に
、
張
愛
萍
に
対
し
て
三
闘
坪
ダ

ム
サ
イ
ト
の
安
全
保
障
に
関
す
る
研
究
を
指
示
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
こ
の
会
議
の
直
後
で
あ
っ
た
。

　

六
〇
年
に
入
っ
て
も
、
中
ソ
関
係
と
中
印
関
係
は
中
国
外
交
の
最
大
の
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
二
月
二
一
日
に
は
、
毛
沢
東
、
周
恩
来
、
林
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彪
、
康
生
、
胡
喬
木
、
陶
鋳
ら
の
間
で
中
印
関
係
に
関
す
る
会
合
が
も
た
れ
て
い
た
）
51
（

。
そ
し
て
、
周
恩
来
が
四
月
一
五
日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
入
り

し
、
国
境
紛
争
の
処
理
に
イ
ン
ド
を
訪
問
後
、
ネ
パ
ー
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
五
か
国
を
歴
訪
し
た
。
彼
は
翌
月
一
四
日
に
帰
国

し
、
一
六
日
武
漢
に
着
く
と
毛
沢
東
に
五
か
国
の
歴
訪
状
況
や
中
米
、
中
ソ
関
係
な
ど
の
問
題
を
報
告
し
、
一
七
日
に
北
京
に
戻
る
と
い
う
過

密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て
い
た
）
52
（

。

　

じ
つ
は
こ
の
時
、
三
峡
を
視
察
し
た
国
家
主
席
劉
少
奇
は
、
一
六
日
に
武
漢
に
滞
在
し
て
い
た
）
53
（

。
劉
少
奇
の
視
察
の
詳
細
に
関
す
る
資
料
は

少
な
く
、
彼
の
三
峡
ダ
ム
計
画
と
の
か
か
わ
り
や
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
）
54
（

。「
劉
少
奇
同
志
は
三
峡
ダ
ム
を
『
じ
つ
に
偉
大
だ
。

こ
れ
は
国
家
を
振
興
し
う
る
偉
大
な
計
画
だ
』
と
肯
定
し
た
」
と
の
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
言
及
は
な
い
）
55
（

。
他
方
、
劉
少
奇
に
同

行
し
た
林
一
山
は
、
自
著
の
年
表
に
し
か
そ
の
事
実
を
載
せ
て
お
ら
ず
、
視
察
の
様
子
や
劉
少
奇
の
立
場
な
ど
に
つ
い
て
沈
黙
を
貫
い
て
い

る
）
56
（

。
林
一
山
は
毛
沢
東
や
周
恩
来
の
三
峡
ダ
ム
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
多
く
の
筆
墨
を
費
や
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
劉
少
奇
が
ま
っ

た
く
語
ら
れ
な
い
の
は
、
彼
が
三
峡
ダ
ム
計
画
を
支
持
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
「
大
躍
進
運
動
」
失
敗
後
に
国
家
の
経
済
運
営
を
任
せ
ら
れ
た
劉
少
奇
が
、
三
峡
ダ
ム
計
画
の
よ
う
な
莫
大
な
資
金
を
要
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
三
か
月
後
に
開
か
れ
た
「
第
二
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
で
三
峡
ダ
ム
計
画
が
頓
挫
し
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
武
漢
で
最
高
指
導
層
の
三
人
が
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
な
ん
ら
か
の
合
意
を
得
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

第
三
節　

推
進
派
の
対
応

　
「
六
〇
年
代
は
、
三
峡
ダ
ム
計
画
の
着
工
を
促
す
た
め
に
、
じ
つ
に
い
ろ
い
ろ
と
模
索
し
た
も
の
だ
」
と
李
鎮
南
が
認
め
て
い
る
）
57
（

。
こ
の
言

葉
に
は
当
事
者
の
悲
壮
感
が
感
じ
ら
れ
、
六
〇
年
代
に
お
け
る
三
峡
ダ
ム
計
画
の
直
面
し
た
困
難
が
う
か
が
え
よ
う
。
む
ろ
ん
、
停
滞
し
た
三
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峡
ダ
ム
計
画
を
「
起
死
回
生
」
さ
せ
た
決
定
的
な
出
来
事
は
、
七
二
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
葛
洲
壩
ダ
ム
の
再
設
計
と
再
建
で
あ
る
が
、
紙
幅
の

関
係
上
、
詳
細
な
分
析
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。
本
稿
で
は
、
停
滞
の
克
服
に
臨
ん
だ
推
進
派
が
「
生
き
残
り
」
を
か
け
た
戦
略
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

1　

新
た
な
ダ
ム
サ
イ
ト
石
牌
と
太
平
溪
の
提
起

　
「
第
二
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
に
て
三
峡
ダ
ム
計
画
が
棚
上
げ
さ
れ
、
安
全
保
障
研
究
の
強
化
が
指
示
さ
れ
た
の
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
会
議
で
、
林
一
山
は
撤
回
さ
れ
た
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
の
代
わ
り
に
石
牌
を
提
起
し
、
将
来
性
と
研
究
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
）
58
（

。
石

牌
は
、〈
図
1
：
南
津
関
壩
区
に
お
け
る
ダ
ム
サ
イ
ト
〉
で
示
し
た
よ
う
に
、
南
津
関
壩
区
の
最
上
流
に
位
置
し
て
お
り
、
高
山
峡
谷
の
地
形

で
あ
る
。
渇
水
期
の
川
幅
は
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
の
幅
は
わ
ず
か
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
核
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
の
防
衛
に
適
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。

　

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
へ
の
防
衛
と
し
て
構
想
さ
れ
た
代
表
的
な
対
策
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
両
岸
の
岩
山
を
爆
破
し
て
で
き
た
堆
石

で
ダ
ム
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
大
体
積
の
堆
石
壩
を
作
り
、
加
え
て
ダ
ム
サ
イ
ト
に
浸
水
を
防
ぐ
措
置
を
施
す
。
第
二
に
、
両
岸
の
地
下
に
発
電

所
を
配
置
す
る
。
第
三
に
、
船
舶
の
航
路
は
地
下
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
す
る
。
こ
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
と
は
、
左
岸
か
ら
地
下
に
入
り
、
黄

澗
付

近
か
ら
南
津
関
ま
で
全
長
一
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
つ
な
ぎ
、
上
流
と
下
流
の
入
り
口
と
出
口
に
は
垂
直
昇
船
機
を
配
置
す
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

六
一
年
二
月
か
ら
実
地
調
査
の
主
力
は
三
闘
坪
か
ら
石
牌
に
移
行
し
調
査
と
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
石
牌
の
地
質
が
複
雑
な
う

え
、
地
下
発
掘
作
業
量
が
膨
大
な
も
の
に
な
り
、
工
費
、
工
期
と
も
に
莫
大
で
、
な
お
か
つ
「
分
期
建
設
」（
後
述
内
容
を
参
照
）
に
適
さ
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
た
め
、
長
弁
は
六
三
年
に
石
牌
案
を
放
棄
し
た
。
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そ
の
後
、「
美
人
沱
壩
区
」
に
あ
る
防
衛
に
適
し
た
、
川
幅
の
狭
い 

美
人
沱
、
偏
岩
子
と
太
平
渓
の
三
つ
が
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
と
し
て
あ

が
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
美
人
沱
、
偏
岩
子
は
川
幅
が
狭
す
ぎ
て
導
流
堤
の
建
設
や
放
水
に
は
ト
ン
ネ
ル
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
作
業
量
が

大
き
く
、「
分
期
建
設
」
に
も
不
向
き
で
あ
る
と
し
て
放
棄
さ
れ
た
。
太
平
溪
は
、「
分
期
建
設
」
と
防
衛
条
件
の
両
方
に
お
い
て
適
性
が
あ
っ

た
た
め
研
究
の
重
点
対
象
と
し
て
選
ば
れ
、
六
六
年
ま
で
研
究
が
続
け
ら
れ
た
）
59
（

。

2　

発
電
優
先
の
「
分
期
建
設
」
案
の
提
起

　
「
分
期
建
設
」
案
と
は
、
ま
ず
ダ
ム
サ
イ
ト
が
低
い
ダ
ム
を
建
設
し
、
そ
の
後
の
情
勢
や
国
民
経
済
の
発
展
度
合
に
応
じ
て
、
そ
の
高
さ
を

増
し
て
い
き
、
最
終
的
に
計
画
当
初
の
正
常
貯
水
位
の
規
模
に
合
わ
せ
て
ダ
ム
サ
イ
ト
を
高
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
初
期
費
用
が
抑
制
さ

れ
る
た
め
早
期
の
着
工
が
望
め
、
過
剰
投
資
と
立
ち
退
き
問
題
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
軽
減
に
も
つ
な
が
る
、
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

　
「
分
期
建
設
」
の
発
想
は
、
石
牌
ダ
ム
サ
イ
ト
案
が
行
き
詰
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
な
か
で
、「
三
峡
ダ
ム
の
実
現
に
、
よ
り
現
実
的
な
方
法
を
考

慮
し
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
李
鎮
南
が
認
め
て
い
る
）
60
（

。
し
た
が
っ
て
、「
分
期
建
設
」
の
研
究
が
着
手
さ
れ
た
の
は
六
二
年
の
終
わ
り
か

ら
六
三
年
頃
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
三
峡
初
歩
設
計
要
点
報
告
」
で
は
、
三
峡
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
が
、
ダ
ム
サ
イ
ト
は
そ
れ
以
上
の
高
さ
に

な
る
。
李
鎮
南
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
推
進
派
の
考
え
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
規
模
で
は
水
没
に
よ
る
約
百
万
人
の
立
ち

退
き
が
必
要
に
な
る
上
、
工
事
規
模
が
大
き
く
、
工
期
が
長
く
、
投
資
も
多
額
に
な
る
た
め
困
難
を
き
わ
め
て
い
た
。
も
し
『
分
期
建
設
』
が

可
能
で
あ
れ
ば
、
工
期
を
三
段
階
に
分
け
て
開
発
を
進
め
、
第
一
期
は
貯
水
位
を
一
一
五
メ
ー
ト
ル
、
第
二
期
は
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
第
三
期

で
最
終
レ
ベ
ル
の
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
施
工
と
立
ち
退
き
問
題
の
規
模
が
縮
小
さ
れ
る
た
め
、
問
題
は
解
決
し
や
す
い
」。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
六
二
年
に
石
牌
案
が
放
棄
さ
れ
た
の
ち
に
、
太
平
溪
が
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
に
選
ば
れ
た
要
因
に
は
、
太
平
溪
が
「
分
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期
建
設
」
に
適
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
長
弁
に
よ
る
「
分
期
建
設
」
研
究
の
集
大
成
は
、
六
六
年
四
月
に 

提
出
さ
れ
た
「
三
峡

水
利
枢
紐
分
期
開
発
方
案
研
究
情
況
滙
報
提
綱
」（
以
下
、 「
三
峡
分
期
建
設
滙
報
提
綱
」）
で
あ
ろ
う
。「
三
峡
分
期
建
設
滙
報
提
綱
」
で
は
、
貯

水
位
一
一
五
、
一
五
〇
と
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
三
段
階
開
発
に
関
す
る
設
計
が
提
示
さ
れ
た
が
、
初
期
段
階
の
ダ
ム
機
能
は
発
電
を
主
体
と

し
、
徐
々
に
洪
水
防
除
や
水
運
の
効
率
を
高
め
て
い
く
、
と
さ
れ
て
い
た
）
61
（

。

　

つ
ま
り
、「
分
期
建
設
」
案
は
、
三
峡
ダ
ム
が
本
来
担
う
べ
き
洪
水
防
除
の
役
割
を
離
れ
、
発
電
を
主
た
る
目
的
に
据
え
た
き
ら
い
が
否
め

な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
は
、
長
弁
が
三
峡
ダ
ム
を
な
ん
と
し
て
も
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
従
来
強
調
し
て
き
た
洪
水
防
除
の
役
割
を
二

の
次
に
格
下
げ
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　
「
三
峡
分
期
建
設
滙
報
提
綱
」
が
提
出
さ
れ
た
直
前
の
三
月
九
日
に
、
林
一
山
が
王
任
重
経
由
で
毛
沢
東
に
書
簡
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は

毛
沢
東
に
あ
え
な
く
「
反
対
意
見
の
報
告
が
必
要
」
と
し
て
却
下
さ
れ
た
が
、「
中
央
、
主
席
」
宛
て
の
こ
の
書
簡
か
ら
推
進
派
の
意
図
が
う

か
が
え
る
）
62
（

。

　

書
簡
の
な
か
で
、
林
一
山
は
ダ
ム
サ
イ
ト
を
太
平
溪
に
据
え
た
「
分
期
建
設
」
案
を
提
案
し
、
紙
幅
を
割
い
て
ダ
ム
の
安
全
保
障
と
堆
砂
の

対
策
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
の
う
え
、「
一
〇
年
来
の
調
査
研
究
と
分
析
お
よ
び
論
証
を
経
て
、
三
峡
ダ
ム
は
完
全
に
『
充
分
か
つ
確
か
に
』

と
『
有
益
無
害
』（
こ
の
二
つ
の
フ
レ
ー
ズ
と
も
毛
沢
東
の
言
葉
の
引
用
│
筆
者
注
）
の
目
標
が
達
成
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。『
分
期
建

設
』
を
採
用
す
れ
ば
、
国
家
は
少
な
い
資
金
投
入
で
、
早
期
に
発
電
、
水
運
と
洪
水
防
除
の
比
較
的
大
き
な
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
国

家
の
経
済
発
展
の
情
況
を
鑑
み
、
三
峡
ダ
ム
の
着
工
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
よ
い
。（
中
略
）。
六
八
年
に
施
工
準
備
を
開
始
し
、
翌
年
に
正
式

に
着
工
し
、
七
五
年
増
水
期
前
に
発
電
の
開
始
を
目
指
す
」
こ
と
を
求
め
た
。
こ
の
よ
う
な
短
期
間
で
の
建
設
計
画
の
合
理
性
も
検
討
の
余
地

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
林
一
山
が
三
峡
ダ
ム
の
役
割
を
「
発
電
、
水
運
、
洪
水
防
除
」
の
順
番
に
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
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3　
「
会
師
三
峡
」
の
構
想

　
「
林
一
山
は
党
組
の
同
志
と
自
分
に
対
し
て
『
会
師
三
峡
』（
す
べ
て
が
三
峡
ダ
ム
実
現
の
た
め
に
と
い
う
意
味
│
筆
者
注
）
の
構
想
を
話
し
た
。

そ
れ
は
非
公
開
で
行
わ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
仕
事
は
こ
の
構
想
に
し
た
が
っ
て
進
め
ら
れ
た
」
と
、
李
鎮
南
が
長
弁
に
お
い
て
「
会
師
三

峡
」
と
い
う
戦
略
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
）
63
（

。
そ
し
て
、
林
一
山
は
党
組
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
李
鎮
南
に
も
こ
の
構
想
を
告

げ
た
こ
と
か
ら
、「
留
用
人
員
」
で
あ
り
な
が
ら
技
術
総
責
任
者
で
あ
る
李
鎮
南
を
信
頼
し
、
そ
の
能
力
を
活
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
会
師
三
峡
」
の
構
想
で
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
ダ
ム
の
建
設
を
通
し
て
、
将
来
の
三
峡
ダ
ム
実
現
の
た
め
に
人
材
を
育
成
し
、
経
験

を
積
む
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
林
一
山
自
身
も
「
天
に
上
る
の
に
は
梯
子
が
必
要
だ
。
三
峡
ダ
ム
の
建
設
に
も
ほ
か
の
ダ
ム
を
『
梯

子
』
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
丹
江
口
ダ
ム
、
葛
洲
壩
ダ
ム
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
）
64
（

。

　

李
鎮
南
に
よ
る
と
、
長
弁
が
設
計
を
担
当
し
た
江
西
省
の
万
安
ダ
ム
や
貴
州
省
の
烏
江
渡
ダ
ム
な
ど
も
「
会
師
三
峡
」
構
想
の
一
部
分
で
あ

っ
た
）
65
（

。
と
り
わ
け
、
林
一
山
が
言
及
し
た
丹
江
口
ダ
ム
と
葛
洲
壩
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て
長
弁
の
設
計
能
力
は
向
上
し
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い

う
の
も
、
紙
幅
の
関
係
上
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
長
弁
が
設
計
を
担
当
し
た
こ
の
ダ
ム
は
二
つ
と
も
建
設
中
に
工
事
が
中
断
す
る
事
態
に
陥

り
、
後
に
設
計
を
修
正
す
る
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
あ
る
意
味
で
、
長
弁
は
ダ
ム
建
設
の
失
敗
の
な
か
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
経
験
を
積

み
、
三
峡
ダ
ム
に
つ
な
げ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
さ
に
、
別
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
長
弁
は
葛
洲
壩
ダ
ム
の
再
建
に
関
与
し
た

こ
と
に
よ
り
、
三
峡
ダ
ム
計
画
を
停
滞
か
ら
再
浮
上
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
一
九
五
八
年
後
半
か
ら
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
三
峡
ダ
ム
計
画
を
め
ぐ
る
動
き
を
紐
解
き
、
資
料
の
欠
如
に
よ
り
研
究
が
空
白
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で
あ
っ
た
こ
の
時
期
の
停
滞
と
雌
伏
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
一
に
、
三
峡
ダ
ム
計
画
が
停
滞
し
た
最
大
の
要
因
は
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
う
軍
の
関
与
で
あ
っ
た
。
五
八
年
八
月
の
「
第
一
次

北
戴
河
三
峡
会
議
」
か
ら
「
第
二
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
ま
で
の
二
年
間
を
俯
瞰
す
る
に
、「
大
躍
進
運
動
」
の
高
潮
が
引
き
そ
の
綻
び
が
見

え
始
め
た
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
の
大
き
な
転
換
期
で
も
あ
っ
た
。

　
「
第
一
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
に
お
い
て
、
同
年
三
月
の
成
都
会
議
で
決
定
し
た
三
峡
ダ
ム
計
画
を
め
ぐ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
「
大
躍
進
運

動
」
の
流
れ
の
な
か
で
一
旦
早
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
最
高
指
導
層
は
、
台
湾
海
峡
に
お
け
る
国
民
党
軍
お
よ
び
米
軍
と
の
衝
突
と
紛
争
回

避
、
旧
ソ
連
と
の
関
係
悪
化
、
中
印
国
境
紛
争
な
ど
の
対
応
に
追
わ
れ
、
三
峡
ダ
ム
計
画
に
慎
重
な
姿
勢
を
み
せ
た
。
つ
ま
り
、
南
寧
会
議
で

浮
上
し
た
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
へ
の
懸
念
が
、
こ
う
し
た
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
致
命
的
な
要
因
と
な
り
三
峡
ダ
ム
計

画
を
頓
挫
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

　

具
体
的
に
は
、
台
湾
海
峡
に
お
け
る
軍
事
衝
突
の
最
中
に
周
恩
来
の
指
示
に
よ
っ
て
、
軍
が
五
八
年
九
月
か
ら
三
峡
ダ
ム
計
画
に
関
与
を
は

じ
め
た
こ
と
で
、
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
た
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
が
敵
の
核
ミ
サ
イ
ル
襲
撃
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
し
て
六
〇
年
八
月
に
却
下
さ

れ
た
。
ダ
ム
サ
イ
ト
が
再
検
討
と
な
っ
た
以
上
、
計
画
そ
の
も
の
が
先
に
進
ま
ず
選
択
肢
は
棚
上
げ
の
一
択
に
限
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
よ
り
、
七
〇
年
代
末
ま
で
ダ
ム
サ
イ
ト
が
定
ま
ら
ず
、
三
峡
ダ
ム
計
画
は
迷
走
の
一
途
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
推
進
派
は
三
峡
ダ
ム
計
画
が
行
き
詰
ま
る
な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
講
じ
存
続
を
模
索
し
た
。
林
一
山
が
率
い
る
長
弁
は
、

新
た
な
ダ
ム
サ
イ
ト
の
提
起
と
同
時
に
、
自
ら
が
従
来
強
調
し
て
き
た
三
峡
ダ
ム
の
洪
水
防
除
の
役
割
を
二
の
次
に
し
て
、
発
電
の
役
割
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
「
分
期
建
設
」
案
さ
え
も
提
案
し
た
。
ま
た
三
峡
ダ
ム
の
建
設
が
現
実
味
を
失
っ
た
な
か
で
、
長
弁
内
部
で
「
会
師
三
峡
」
と
い

う
戦
略
が
立
て
ら
れ
、
三
峡
ダ
ム
の
実
現
に
む
け
て
「
梯
子
」
と
称
さ
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
ダ
ム
の
建
設
を
通
し
て
人
材
の
育
成
と
経
験
の
蓄
積

を
図
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
軍
の
関
与
と
最
高
指
導
層
の
慎
重
な
姿
勢
に
よ
り
三
峡
ダ
ム
計
画
が
停
滞
の
様
相
を
呈
し
た
な
か
で
、
推
進
派
が
雌
伏
の
時

を
し
の
ぎ
、
再
起
を
試
み
る
動
き
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
の
代
わ
り
に
提
起
さ
れ
た
石
牌
は
、
人
員
と
財
力
を
費
や
し
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
研
究
さ
れ
た
が
行
き
詰
ま
り
、
そ

の
後
太
平
溪
に
研
究
の
力
点
が
移
っ
た
。「
大
躍
進
運
動
」
失
敗
後
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な

無
茶
が
許
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
長
弁
が
中
心
に
投
資
し
て
き
た
国
家
資
源
を
無
駄
に
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
度
動
き
出
し
た

政
策
は
後
戻
り
が
き
か
ず
継
続
さ
れ
、
推
進
派
は
立
案
の
機
会
を
狙
い
つ
つ
機
が
熟
す
の
を
待
つ
。
三
峡
ダ
ム
の
長
い
歴
史
の
な
か
に
は
こ
の

よ
う
な
構
造
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
林
一
山
は
晩
年
「
何
十
億
を
無
駄
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
が
、
三
峡
ダ
ム
は
何
千
億
が
無
駄
に
な
っ
て
も
、
完
成

さ
え
す
れ
ば
割
に
合
う
」
と
長
弁
の
後
進
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
推
進
派
が
部
門
利
益
を
主
張
し
三
峡
ダ
ム
計
画
を
遂
行
す
る
執
着
心
の
強

さ
が
う
か
が
え
る
）
66
（

。

　

第
三
に
、
三
峡
ダ
ム
計
画
の
停
滞
を
も
た
ら
し
た
こ
の
時
代
の
軍
の
強
い
影
響
力
で
あ
る
。
資
料
の
制
限
上
、
林
彪
の
か
か
わ
り
や
軍
の
関

与
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
の
却
下
に
は
そ
の
揺
る
ぎ
な
い
パ
ワ
ー
が
う
か
が
え
た
。
と
い
う
の
も
、

三
闘
坪
ダ
ム
サ
イ
ト
は
、
五
八
年
八
月
に
周
恩
来
が
主
宰
し
三
人
の
副
総
理
と
長
江
流
域
地
方
の
党
の
ト
ッ
プ
た
ち
、
中
央
関
係
官
庁
の
主
要

責
任
者
が
出
席
し
た
「
第
一
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
で
の
合
意
と
し
て
内
定
さ
れ
、
五
九
年
五
月
に
「
科
委
三
峡
組
」
主
宰
で
ソ
連
人
専
門
家

を
含
む
約
一
八
〇
人
の
関
係
者
が
参
加
す
る
検
討
会
で
通
過
し
、
さ
ら
に
は
ソ
連
国
内
の
権
威
に
も
認
め
ら
れ
た
選
択
で
あ
っ
た
。

　

七
〇
年
代
後
半
か
ら
の
三
峡
ダ
ム
計
画
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
に
は
軍
の
関
与
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
時
代
の

軍
の
影
響
力
の
異
様
さ
が
際
立
つ
。「
五
〇
年
代
以
降
毛
沢
東
は
軍
を
シ
ビ
リ
ア
ン
の
世
界
に
引
き
入
れ
た
」
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
本
稿
の

考
察
か
ら
そ
の
片
鱗
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
）
67
（

。
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そ
し
て
最
後
に
、
ソ
連
人
専
門
家
の
か
か
わ
り
と
影
響
に
つ
い
て
、「
三
峡
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
『
大
躍
進
運
動
』
の
最
中
に
実
行
可
能

性
の
検
証
な
し
の
着
工
を
避
け
ら
れ
た
の
は
、
ソ
連
人
専
門
家
の
意
見
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
数
少
な
い
例
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」。

ま
た
、「
三
峡
ダ
ム
の
よ
う
に
、
ソ
連
人
専
門
家
の
意
見
を
真
剣
に
聞
き
入
れ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
放
棄
す
る
の
は
、『
大
躍
進
運
動
』
の
高
潮

の
な
か
で
お
そ
ら
く
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
の
指
摘
が
あ
る
）
68
（

。

　

し
か
し
、
本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
三
峡
ダ
ム
計
画
の
頓
挫
は
軍
の
関
与
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ソ
連
人
専
門
家
の
異
議
や
引
き

揚
げ
が
な
く
と
も
、
三
峡
ダ
ム
計
画
は
棚
上
げ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

五
五
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
水
利
と
水
力
発
電
部
門
に
派
遣
さ
れ
た
ソ
連
人
専
門
家
が
、
現
場
で
の
人
材
育
成
や
技
術
の
伝
授
に
お
い
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
否
め
ま
い
。
ソ
連
の
異
な
る
部
門
か
ら
派
遣
さ
れ
た
彼
ら
は
一
枚
岩
で
は
な
く
、
三
峡
ダ
ム
計
画
に
対
す
る
考
え

も
一
致
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
別
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
慎
重
派
は
、
立
場
を
同
じ
く
す
る
李
鋭
や
張
鉄
錚
に
助
言
を
与
え
、
会

議
で
意
見
を
表
明
し
た
こ
と
で
、
三
峡
ダ
ム
計
画
推
進
派
に
対
抗
す
る
水
力
発
電
部
門
の
立
場
を
つ
よ
く
し
た
と
思
わ
れ
る
）
69
（

。

　

他
方
、
三
峡
ダ
ム
計
画
の
政
策
過
程
に
お
い
て
、
推
進
派
の
中
国
人
技
術
者
と
の
間
で
意
見
の
齟
齬
が
み
ら
れ
た
、
長
江
の
開
発
の
中
心
に

三
峡
ダ
ム
を
据
え
る
か
否
か
、
そ
の
ダ
ム
サ
イ
ト
は
ど
こ
に
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
周
恩
来
を
は
じ
め

最
高
指
導
層
で
決
定
が
下
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
そ
の
際
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
中
国
人
技
術
者
の
意
見
で
あ
る
）
70
（

。
し
た
が
っ
て
、
三
峡
ダ
ム

計
画
棚
上
げ
の
決
定
も
含
め
、
ソ
連
人
専
門
家
は
そ
の
政
策
決
定
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

〈
付
記
〉　

本
研
究
は
、
平
成
二
九
年
度
慶
應
義
塾
学
事
振
興
資
金
の
援
助
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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注（
1
）　

拙
稿
「
一
九
五
八
年
の
南
寧
会
議
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」 

慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
九
〇
巻
第
七
号
、
二
〇
一
七
年
七
月
。

（
2
）　

三
峡
ダ
ム
の
着
工
時
期
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
見
解
が
あ
る
。

　
　

第
一
に
、
会
議
で
「
六
一
年
と
六
二
年
の
二
年
間
で
施
工
準
備
を
行
う
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
長
弁
の
技
術
者
洪
慶
余
は
「
五
八
年
八
月
に
周
恩
来

総
理
の
主
宰
で
中
共
中
央
が
北
戴
河
で
開
催
し
た
長
江
工
作
会
議
は
、
五
九
年
に
三
峡
ダ
ム
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
設
計
を
完
成
さ
せ
、
六
〇
年
に
は
初

歩
設
計
を
完
成
、
六
一
年
と
六
二
年
の
二
年
間
は
施
工 

準
備
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
洪
慶
余
「
関
於
三
峡
工
程
論
争
的
歴
史
回
憶
」

湖
北
省
政
協
文
史
資
料
委
員
会
、
宜
昌
市
政
協
学
習
文
史
委
員
会
編
『
三
峡
文
史
博
覧
』
六
六
頁
、
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

　
　

第
二
に
、
周
恩
来
は
「
六
一
年
の
施
工
に
備
え
て
準
備
を
行
う
」
こ
と
を
指
示
し
た
。
李
鎮
南
著
『
治
江
側
記
』
一
一
〇
、
一
五
一
頁
、
中
国
水
利
水

電
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。『
林
一
山
回
顧
録
』
二
一
二
頁
、
方
志
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

　
　

第
三
に
、「
六
〇
年
代
初
め
に
着
工
す
る
」
こ
と
を
「

議
」
し
た
。「

議
」
と
い
う
中
国
語
は
、
日
本
語
の
「
立
案
」
や
「
討
議
」
に
相
当
す
る
が
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
推
察
す
る
に
、
着
工
の
時
期
に
つ
い
て
「
討
議
」
は
さ
れ
た
も
の
の
「
立
案
」
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
長
江
水

利
委
員
会
編
『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
二
三
頁
、
湖
北
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

　
　

第
四
に
、「
三
峡
ダ
ム
の
設
計
お
よ
び
準
備
の
さ
ら
な
る
加
速
に
関
す
る
問
題
を
具
体
的
に
討
議
し
た
」。『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
年
』
二
六
四

頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

（
3
）　

李
鋭
は
一
九
五
九
年
夏
の
廬
山
会
議
後
に
失
脚
し
、
働
き
ざ
か
り
の
二
〇
年
間
を
秦
城
監
獄
と
安
徽
省
山
奥
の
水
力
発
電
所
で
文
化
教
員
と
し
て
送

り
、
三
峡
ダ
ム
の
政
策
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　
　

三
峡
ダ
ム
計
画
に
反
対
意
見
を
も
つ
水
力
発
電
部
門
の
幹
部
と
技
術
者
は
、
李
鋭
、
張
鉄
錚
を
は
じ
め
、
長
弁
に
派
遣
中
の
李
善
民
や
章
沖
な
ど
が
、

「
李
鋭
を
筆
頭
と
す
る
右
傾
機
会
主
義
反
党
集
団
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
連
座
し
た
。
水
利
電
力
部
党
組
が
の
ち
に
彼
ら
を
失
脚
さ
せ
た
主
た
る
理
由

を
次
の
よ
う
に
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
彼
ら
は
水
利
建
設
、
火
力
発
電
建
設
と
三
峡
ダ
ム
計
画
に
関
す
る
方
針
、
政
策
と
重
大
な
技
術
課
題
に
つ
い

て
異
な
る
意
見
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
反
党
、
反
中
央
、
反
社
会
主
義
建
設
と
み
な
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。「
水
利
電
力
部
党
組
関
於
対
『
李
鋭
反
党
集

団
』
平
反
的
決
定
（
一
九
八
八
年
一
月
二
三
日
）」
李
南
央
編
『
雲
天
孤
雁
待
春
還
│
李
鋭
一
九
七
五
年
〜
七
九
年
家
信
集
』
三
九
九
〜
四
〇
〇
頁
、
渓
流

出
版
社
（
米
国
）、
二
〇
〇
七
年
。 

（
4
）　

じ
つ
は
、
三
峡
ダ
ム
計
画
に
関
す
る
討
議
が
北
戴
河
で
行
わ
れ
た
の
は
五
八
年
八
月
と
六
〇
年
八
月
の
二
回
で
あ
る
が
、
様
々
な
名
称
が
使
わ
れ
て
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お
り
、
参
加
者
の
間
で
も
異
な
る
言
い
方
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
前
者
に
つ
い
て
李
鎮
南
は
「
北
戴
河
長
江
工
作
会
議
」、
林
一
山
は
「
北
戴
河
長
江

三
峡
座
談
会
」
も
し
く
は
「
長
江
会
議
」、『
周
恩
来
年
譜
』
は
「
北
戴
河
長
江
流
域
規
劃
座
談
会
」
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
前
掲
、『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑

一
九
九
四
年
』
の
表
記
は
前
者
が
「
長
江
三
峡
会
議
」、
後
者
が
「
長
江
規
劃
工
作
会
議
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
開
催
時
間
順
に
「
第
一
次
北
戴
河

三
峡
会
議
」
と
「
第
二
次
北
戴
河
三
峡
会
議
」
と
す
る
。

（
5
）　
「
国
務
院
関
於
提
請
審
議
興
建
長
江
三
峡
工
程
議
案
説
明
的
附
件
」、「
賀
三
峡
工
程
列
入
十
年
規
劃
」。
前
掲
、『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
』
三

八
、
四
七
〜
四
八
頁
、
二
六
四
頁
。  

前
掲
、『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
六
頁
。

（
6
）　

T
he T

hree G
orges D

am
 Project, K

enneth G
. L

ieberthal and M
ichel O

ksenberg: Policy-M
aking in C

hina: L
eaders, Structures and Processes, 

Princeton: Princeton U
niversity Press, 1988, pp. 301

│307.  

本
書
は
六
〇
年
代
は
じ
め
の
経
緯
に
つ
い
て
、
李
鋭
の
下
記
書
籍
を
参
照
し
て
い
る
が
、
そ

も
そ
も
李
鋭
は
五
九
年
に
失
脚
し
追
放
さ
れ
た
た
め
に
こ
の
時
期
の
政
策
過
程
に
関
与
し
て
お
ら
ず
、
詳
細
な
動
き
を
知
る
立
場
に
な
か
っ
た
。
李
鋭
著

『
論
三
峡
工
程
』
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。
前
掲
、『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』（
二
三
頁
）
は
「
国
際
情
勢
の
緊
張
」
と
述
べ
る
に
止
ま

っ
て
い
る
。

（
7
）　

前
掲
、『
治
江
側
記
』
一
〇
九
頁
。
組
織
名
は
「
国
家
科
委
三
峡
水
利
枢
紐
組
」
と
す
る
文
献
も
あ
る
。 

前
掲
、『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
二
五

頁
。

（
8
）　

同
右
、『
治
江
側
記
』
一
一
二
、
一
一
五
頁
。「
科
研
三
峡
組
の
会
議
は
三
回
開
か
れ
た
」、
ま
た
は
「
参
加
し
た
機
関
が
三
六
〇
個
あ
ま
り
、
一
万
人

近
い
研
究
者
が
参
加
し
た
」
と
す
る
の
は
、 

前
掲
、『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
二
五
頁
。

（
9
）　

前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
』
中
巻
、
一
六
二
頁

（
10
）　

前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
二
一
四
頁
。

（
11
）　

 

同
右
、『
林
一
山
回
顧
録
』
六
六
頁
。

（
12
）　

前
掲
、『
治
江
側
記
』
一
〇
九
〜
一
一
〇
頁
。

（
13
）　

  

崔
志
豪
「
三
峡
壩
址
選
択
始
末
」『
中
国
科
技
史
料
』
第
八
巻
第
三
期
、
一
九
八
七
年
。

（
14
）　

拙
稿
、「
一
九
四
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
三
峡
ダ
ム
開
発
│
国
民
政
府
の
国
家
建
設
と
米
中
経
済
・
技
術
協
力
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法

学
研
究
』
第
八
九
巻
第
三
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
。

（
15
）　

前
掲
、『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
七
二
〜
七
三
頁
。
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（
16
）　
「
三
峡
初
設
要
点
報
告
討
論
会
議
│
長
弁
蘇
聯
専
家
組
長
巴
克
塞
也
夫
同
志
的
発
言
」『
人
民
長
江
』
一
九
五
九
年
六
月
号
。

（
17
）　
「
林
主
任
在
長
弁
祝
捷
誓
師
大
会
上
的
報
告
（
一
九
五
九
年
一
二
月
五
日
）」『
人
民
長
江
』
一
九
五
九
年
一
二
月
号
。

（
18
）　
「
長
弁
李
鎮
南
総
工
程
師
在
閉
幕
会
上
的
綜
合
発
言
」『
人
民
長
江
』
一
九
五
九
年
六
月
号
。

（
19
）　

 
同
右
、「
長
弁
李
鎮
南
総
工
程
師
在
閉
幕
会
上
的
綜
合
発
言
」。
な
お
、「
高
渠
方
案
」
と
は
、
交
通
部
総
工
程
師
譚
真
が
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

長
江
の
本
流
を
利
用
せ
ず
、
水
運
の
た
め
に
ダ
ム
サ
イ
ト
地
点
か
ら
宜
昌
ま
で
新
た
な
水
道
を
建
設
す
る
案
で
あ
る
。

（
20
）　

前
掲
、『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
』
二
六
四
頁
。
こ
こ
で
は
、「
葛
洲
壩
ダ
ム
が
初
め
て
提
起
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
魏
廷
琤
の
回
顧
に

お
い
て
も
、
彼
が
こ
の
検
討
会
で
葛
洲
壩
ダ
ム
を
水
位
の
調
整
の
た
め
の
補
完
ダ
ム
と
す
る
「
二
段
階
開
発
方
案
」
を
提
案
し
好
評
を
得
て
、
交
通
部
の

領
導
に
賞
賛
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
魏
廷
琤
「
葛
洲
壩
一
〇
年
」
高
永
中
主
編
『
中
国
共
産
党
口
述
史
料
叢
書
』
第
二
巻
、
九
三
頁
、
中
共
党
史
出
版

社
、
二
〇
一
三
年
。

　
　

し
か
し
、
す
で
に
五
四
年
の
段
階
に
お
い
て
、
長
江
上
流
工
程
局
李
鎮
南
ら
に
よ
っ
て
「
関
於
長
江
三
峡
水
庫
情
況
的
簡
要
説
明
」
が
作
成
さ
れ
、
そ

の
な
か
で
、「
葛
洲
壩
ダ
ム
を
補
完
ダ
ム
と
し
、
そ
の
上
流
に
あ
る
三
闘
坪
を
含
め
た
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
」
が
提
起
さ
れ
た
。
前
掲
、『
治
江
側
記
』

三
七
頁
。
ま
た
は
、
拙
稿
「
中
国
三
峡
ダ
ム
計
画
の
登
場
│
毛
沢
東
の
示
唆
と
林
一
山
の
役
割
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
八
九

巻
第
九
号
、
二
〇
一
六
年
九
月
。
な
お
、
前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
一
九
四
頁
と
『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
三
一
頁
に
お
い
て
も
、
こ
れ
は
五
四
年

の
李
鎮
南
ら
に
よ
る
提
案
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
21
）　

前
掲
、「
林
主
任
在
長
弁
祝
捷
誓
師
大
会
上
的
報
告
（
一
九
五
九
年
一
二
月
五
日
）」。

（
22
）　

前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
二
〇
六
〜
二
〇
七
頁
。

（
23
）　

 

前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
』
中
巻
、
三
三
九
頁
。

（
24
）　

前
掲
、 『
高
峡
出
平
湖
』
七
三
〜
七
四
頁
。

（
25
）　

ソ
連
人
専
門
家
の
引
き
揚
げ
に
つ
い
て
、「
周
恩
来
は
、
ソ
連
当
局
に
よ
る
専
門
家
引
き
揚
げ
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
全
国
一
律
八
月
四

日
に
中
ソ
双
方
の
照
会
を
ソ
連
人
専
門
家
に
読
み
上
げ
る
こ
と
を
指
示
し
た
」。
前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
』
中
巻
、
三
三
七
頁
。

（
26
）　

前
掲
、『
治
江
側
記
』
一
四
六
頁
。「
引
き
揚
げ
が
八
月
中
旬
」
と
し
て
い
る
の
は
『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
年
』
二
六
四
頁
。
ち
な
み
に
、

長
弁
の
ソ
連
人
専
門
家
た
ち
は
滞
在
し
て
い
た
廬
山
で
引
き
揚
げ
の
通
告
を
受
け
た
。
前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
二
〇
六
頁
。

（
27
）　

同
右
、『
治
江
側
記
』
一
四
六
頁
。
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（
28
）　

前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
二
〇
六
頁
。

（
29
）　

前
掲
、『
治
江
側
記
』
一
五
一
頁
。

（
30
）　

前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
七
三
頁
。

（
31
）　

前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
二
〇
五
頁
。

（
32
）　

前
掲
、 『
高
峡
出
平
湖
』
五
八
頁
。

（
33
）　
「
張
愛
萍
将
軍
対
三
峡
工
程
的
看
法
」『
自
然
之
友
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http:w

w
w

.fon_org_cn/forum

。

　
　

こ
れ
は
、
張
愛
萍
が
九
三
年
七
月
二
一
日
に
『
解
放
日
報
』（
上
海
市
党
委
員
会
機
関
紙
）
の
管
轄
す
る
『
報
刊
文
摘
』
に
投
稿
し
、
同
誌
が
同
年
六
月

二
四
日
に
報
道
し
た
「
三
峡
ダ
ム
は
い
か
に
核
戦
争
に
対
応
す
る
か
」
へ
の
訂
正
コ
メ
ン
ト
と
し
て
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。
八
月
一
六
日
に
同
誌
に
お
い

て
公
開
さ
れ
た
こ
の
文
章
か
ら
、
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
軍
の
か
か
わ
り
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
34
）　

前
掲
、  『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
二
六
頁
。
ま
た
は
前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
六
九
頁
。

（
35
）　

 

前
掲
、『
治
江
側
記
』
一
一
三
頁
。

（
36
）　

中
華
人
民
共
和
国
水
利
部
弁
公
庁
編
『
新
中
国
水
利
（
水
電
）
系
統
組
織
沿
革
（
一
九
四
九
年
〜
二
〇
〇
〇
年
）』
二
八
頁
、
中
国
水
利
水
電
出
版

社
、
二
〇
〇
三
年
。
林
一
山
は
、「
周
総
理
の
指
示
に
よ
り
『
三
峡
工
程
三
人
防
御
小
組
』
が
成
立
し
、
当
時
の
軍
委
責
任
者
張
愛
萍
、
中
国
科
学
院
党
委

書
記
張
勁
夫
と
林
一
山
が
構
成
員
に
な
っ
た
。
会
議
中
に
、
銭
学
森
と
銭
正
英
の
二
人
が
名
簿
に
付
け
加
え
ら
れ
た
」
と
し
、
ま
た
そ
の
成
立
が
「
六
〇

年
八
月
の
第
二
次
北
戴
河
会
議
の
あ
と
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
七
三
、
三
四
四
頁
。

（
37
）　

前
掲
、『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
一
九
九
頁
。

（
38
）　

前
掲
、「
張
愛
萍
将
軍
対
三
峡
工
程
的
看
法
」『
自
然
之
友
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http:w

w
w

.fon_org_cn/forum

。

（
39
）　
『
李
鋭
近
作
』
三
二
七
頁
。「
対
歴
史
負
責
到
底
：
回
憶
三
峡
工
程
上
馬
的
始
末
」『
李
鋭
文
集
』
第
一
一
巻
「
論
三
峡
工
程
」
三
七
二
頁
、
中
国
社
会

科
学
出
版
社
・
深
圳
香
港
社
会
科
学
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。
初
出
は
、『
当
代
中
国
研
究
』
一
九
九
九
年
三
月
号
。
李
鋭
が
一
九
九
五
年
に
中
央
常

務
委
員
会
に
出
し
た
手
紙
の
な
か
で
も
、
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
に
関
す
る
研
究
を
主
宰
し
た
張
愛
萍
が
「
今
日
に
至
る
も
三
峡
ダ
ム
計
画
の
建
設
に
賛

成
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
李
鋭
「
致
中
央
常
委
諸
同
志
的
信
一
九
九
五
年
一
一
月
一
六
日
」 『
李
鋭
文
集
』
第
一
〇
巻
「
論
水
力
発
電
与
河
流
規
劃
」

三
二
九
〜
三
三
〇
頁
。

（
40
）　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編 

『
毛
沢
東
年
譜
一
九
四
九
〜
七
六
年
』
第
三
巻
、
四
四
四
〜
四
四
七
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。
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（
41
）　

前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
五
五
頁
。

（
42
）　

前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
』
中
巻
、
二
四
〇
頁
。

（
43
）　

前
掲
、
崔
志
豪
「
三
峡
壩
址
選
択
始
末
」。
こ
の
発
言
は
「
毛
沢
東
が
一
九
五
九
年
九
月
上
海
会
議
で
行
っ
た
」
と
し
て
い
る
が
、『
毛
沢
東
年
譜
』

に
よ
る
と
、
こ
の
時
毛
沢
東
は
上
海
に
滞
在
し
て
い
な
い
。
一
方
、
六
〇
年
一
月
に
毛
沢
東
が
上
海
で
中
共
中
央
政
治
局
常
務
拡
大
会
議
を
主
宰
し
、
核

開
発
の
指
示
を
含
め
軍
事
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
発
言
を
し
た
。
こ
の
三
峡
ダ
ム
に
関
す
る
発
言
は
そ
の
時
に
な
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
黄
迎
旭

「
二
〇
世
紀
六
〇
〜
七
〇
年
代
的
軍
事
戦
略
方
針
調
整
」『
炎
黄
春
秋
』
二
〇
一
七
年
九
月
号
。
前
掲
、『
毛
沢
東
年
譜
一
九
四
九
〜
七
六
年
』
第
四
巻
、
三

〇
二
〜
三
一
〇
頁
。

（
44
）　

林
一
山
「
京
漢
線
上
向
毛
主
席
滙
報
三
峡
水
利
建
設
問
題
」『
中
国
水
利
』
一
九
八
三
年
六
月
号
。

（
45
）　

前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
』
中
巻
、
二
六
七
頁
。

（
46
）　

 

前
掲
、
崔
志
豪
「
三
峡
壩
址
選
択
始
末
」。

（
47
）　

前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
二
五
五
頁
。
林
一
山
の
陸
水
ダ
ム
建
設
を
求
め
る
報
告
書
は
、
毛
沢
東
を
は
じ
め
鄧
小
平
、
李
先
念
、
陳
雲
、
李
富
春
、

陳
毅
な
ど
最
高
指
導
層
の
稟
議
に
か
け
ら
れ
た
。
彼
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
入
っ
た
報
告
書
原
本
は
同
書
二
五
七
〜
二
五
八
頁
に
あ
る
。

（
48
）　

前
掲
、『
治
江
側
記
』
一
一
〇
、
一
五
一
頁
。 

前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
二
一
二
頁
。
着
工
時
期
の
指
示
を
め
ぐ
る
事
実
に
関
し
て
、
正
確
な
と
こ

ろ
は
档
案
資
料
の
公
開
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
李
鎮
南
と
林
一
山
が
周
恩
来
の
発
言
に
つ
い
て
あ
り
も
し
な

い
こ
と
を
で
っ
ち
あ
げ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
会
議
中
に
周
恩
来
は
な
ん
ら
か
の
文
脈
で
着
工
の
時
期
に
触
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
49
）　

前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
』
中
巻
、
一
六
四
頁
。

（
50
）　

前
掲
、
崔
志
豪
「
三
峡
壩
址
選
択
始
末
」、『
周
恩
来
年
譜
』
中
巻
、
一
六
四
頁
、『
林
一
山
回
顧
録
』
二
一
五
頁
。

（
51
）　

前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
』
中
巻
、
二
八
九
頁
。

（
52
）　

同
右
、『
周
恩
来
年
譜
』
中
巻
、
三
二
〇
頁
。

（
53
）　

前
掲
、『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
』
二
六
四
頁
。

（
54
）　

下
記
の
文
章
は
劉
少
奇
の
実
地
調
査
に
関
す
る
唯
一
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
エ
ッ
セ
ー
風
の
抒
情
的
な
筆
致
で
も
の
さ
れ
て
お
り
、
劉
少
奇
の

考
え
を
客
観
的
に
読
み
取
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
李
嘯
海
「
劉
少
奇
三
峡
壩
址
踏
勘
記
」 
前
掲
、『
三
峡
文
史
博
覧
』
一
七
八
〜
一
八
五
頁
。

（
55
）　

袁
国
林
（
中
国
三
峡
集
団
高
級
諮
詢
、
元
副
総
経
理
、『
三
峡
工
程
史
料
選
編
』
編
委
会
総
編
輯
）『
中
国
三
峡
工
程
報
』
二
〇
一
四
年
三
月
四
日
。
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（
56
）　

前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
巻
末
年
表
、
三
四
四
頁
。

（
57
）　

前
掲
、『
治
水
側
記
』
一
五
四
頁
。

（
58
）　

前
掲
、  『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
七
六
頁
。
ま
た
は
、
前
掲
、
崔
志
豪
「
三
峡
壩
址
選
択
始
末
」。
石
牌
は
張
愛
萍
ら
軍
の
研
究
成
果
と
し
て
提

起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
記
述
も
あ
る
。
王
維
洛
「
張
愛
萍
将
軍
与
三
峡
水
壩
人
防
安
全
問
題
」
大
紀
元
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.epochtim
es.

com
.

（
59
）　

同
右
、『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
七
六
頁
。
ま
た
は
、
崔
志
豪
「
三
峡
壩
址
選
択
始
末
」。

（
60
）　

前
掲
、『
治
江
側
記
』
一
四
七
頁
。

（
61
）　

前
掲
、『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
年
』
二
六
四
頁
。
ま
た
は
前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
三
四
五
頁
。
年
鑑
で
は
、「
分
期
建
設
」
は
発
電
を
主
体

と
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
。

（
62
）　
「
関
於
長
江
三
峡
工
程
設
計
問
題
的
報
告
」（
一
九
六
六
年
三
月
九
日
に
林
一
山
が
「
中
央
・
主
席
」
宛
て
に
出
し
た
書
簡
）
前
掲
、『
林
一
山
治
水
文

選
』
三
六
九
〜
三
七
四
頁
。
前
掲
、『
毛
沢
東
年
譜
一
九
四
九
〜
七
六
年
』
第
五
巻
、
五
八
二
頁
。

（
63
）　

 

前
掲
、『
治
江
側
記
』
一
五
五
頁
。

（
64
）　

蔡
其
華
（
長
江
水
利
委
員
会
主
任
）「
長
江
的
嘱
託
│
為
悼
念
林
一
山
主
任
而
作
」
二
〇
〇
八
年
四
月
七
日
、
長
江
水
利
網
（
水
利
部
長
江
水
利
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）：http://w

w
w

.cjw
.gov.cn

。
ま
た
は
、
前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
二
七
〇
頁
、『
治
江
側
記
』
一
五
四
頁
。

（
65
）　

前
掲
、『
治
水
側
記
』
一
五
八
、
一
七
三
頁
。

（
66
）　

傅
秀
堂
（
長
江
水
利
委
員
会
元
副
主
任
、
科
学
技
術
委
員
会
顧
問
）「
聴
林
主
任
口
述
歴
史
」（
一
九
九
一
年
一
〇
月
二
九
日
九
時
〜
一
一
時
、
長
委

会
招
待
所
に
て
行
わ
れ
た
）『
林
一
山
治
江
思
想
研
究
会
刊
』
二
〇
一
〇
年
第
二
輯
。

（
67
）　

高
華
「
和
研
究
生
談
幾
本
史
学
名
著
」『
歴
史
学
的
境
界
』
二
五
八
頁
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
68
）　

瀋
志
華
著 

『
蘇
聯
専
家
在
中
国
（
一
九
四
八
〜
六
〇
年
）』
二
四
一
〜
二
四
三
頁
、
新
華
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。
曹
応
旺
著
『
周
恩
来
与
治
水
』
四

三
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

（
69
）　

拙
稿
「
中
国
建
国
初
期
の
水
力
発
電
部
門
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
八
九
巻
第
一
二
号
、
二
〇
一
六
年

一
二
月
。
同
右
、『
蘇
聯
専
家
在
中
国
（
一
九
四
八
〜
六
〇
年
）』
二
四
二
頁
。

（
70
）　

拙
稿
「
一
九
五
四
年
長
江
大
洪
水
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
九
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
一
七
年
二
月
。


